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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、現在、課題とされている思考力、判断力、表現力などの育成に関わるファクトの

抽出を、小学生の書字行動に焦点化して行った。それを、作文評価との連関で解析した。その

結果、下記のようなサイクルが見いだされることを実証した。 
好きな教科［意欲］→ノートテイキング(書字行動)→ノートテイキング以外の書く活動(書字

習慣)→作文(言葉・考え)→好きな教科［意欲］→………… 
    
上記サイクルは、今後、ICT 化が進行する社会及び学校において、子どもの書字行為をどの

ように担保するかを考える上で、示唆に富んでいる。 
詳しくは、下記の報告書(冊子)を参照のこと。 

記述力の変容を促す書字行動及び書字習慣の追跡と分析 

序                 (鈴木慶子)  
∫１ ノートテイク行動に関する学習心理学的考察(小野瀬雅人) ………………………………… 1 

∫２ 「書くこと」の連続性 －「文字」を書く、「文」を書く－(鈴木慶子・吉村宰)………… 13 

∫３ 大村はま国語教室における「国語学習記録」の指導の展開とそのねらい(平瀬正賢)………37 

 なお、本研究は、現在、基盤研究(B)(一般)「学習基盤を形成する書字力育成プログラムの開

発」(代表：鈴木慶子)に引き続いている。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this research, we examined the abstraction of facts relating to the recent issue of 

the fostering of intellect, judgment, and expressive capacity, focusing on the writing 

behavior of elementary school students. We analyzed the relationship between this and 

composition evaluation. As a result, we verified that the following cycle was 

discovered. 
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Preferred subjects [motivation] → Note -taking (writing behavior) → Writing 

activities apart from note-taking (writing habits) → Composition (words/thoughts) → 

Preferred subjects [motivation] → ………… 

 

The above cycle, when considering in which ways children’s writing behavior are 

secured in society and schools which continue to implement more ICT from here on, is 

rich in suggestions.For more details, please refer to the below report (brochure). 
Tracking and analysis of writing behavior and writing habits which promote transformation in descriptive 

power 

Prelude                                                             (SUZUKI, Keiko) 

∫1  Psychological Consideration of Learning Regarding Note-taking Behavior      (ONOSE, Masato)………… 1  

∫2  Continuity of “Writing”—Writing “Letters,” Writing “Compositions”— 

(SUZUKI, Keiko/YOSHIMURA, Osamu)………… 13  

∫3  Development of Instruction of “Language Learning Records” at Omura Hama Language School and its Goals 

(HIRASE, Masatake)……………37 

Additionally, this research continues from the current Grant-in-Aid for Scientific 

Research (B)(General) “Development of Writing Ability Training Programs which Form 

the Foundation of Learning” program (Representative: SUZUKI, Keiko). 
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１．研究開始当初の背景 

 PISA 調査、教育課程実施状況調査、ある

いは特定の課題に関する調査の結果分析か

ら、日本の子どもたちの学力はもとより、学

習意欲の欠如が指摘されている。 

 学力のうち、「書く」力に焦点を絞って考

えてみると、「テキストにもとづいて自分の

考えを書く力を高めること」が求められてお

り、発達段階をふまえた具体的な指導の手だ

てが要請されている。 

 「書く(綴る)」ことは思考することが伴う

ために、書き手の意志や意欲と大きく関わる、

記述式回答の誤答に対してよりも、空欄(未記

入)についてのほうに心配が寄せられるのは、

このことと関係する。また、「書く(綴る)」こ

との出発点となるのは「書く(書字する、書写

する)」ことであり、「書く(綴る)」力の向上

は、あるところまでは「書く(書字する、書写

する)」力とは螺旋関係にあると言われている。 

 
２．研究の目的 

 (1) 着想に至った経緯 

 平成 18 年度に、中学生(800 名程度)を対象

に、我々が行った「ノートとメモに関するア

ンケート」によると、以下の３点がわかった。 

① 各科の授業中にノートを必ず取り、

様々な場面でメモ行動を必ず起こす

と回答した生徒は、同時に、手書きす

ることが好きで、勉強以外でも手書き

することが多いと回答している。 

② ノートの取り方では、板書されたこ

とに加えて、自分に必要なこともノー

トに書くと回答した生徒は、同時に、

手書きすることが好きで、勉強以外で

も手書きする機会が多いと回答して

いる。 

③ ノートを取る時、板書されたことの

うち自分に必要なことだけをノート

に書くと回答した生徒は、同時に、手

書きすることが嫌い、勉強以外でも少

ないと回答している。さらに、各種メ

モ(連絡、電話、挨拶、情報、ひらめき)

もまったく取らないと回答している。 

以上の３点から推測されることは、「書く

(書字する、書写する)」行動を起こす生徒は

学習及び自己開発に意欲的であるというこ

とである。 

平成 18 年度に、中学生(300 名程度)を対象

に、我々が行った「メモをとると話がよく理

解できるか」の実験によると、以下の５点が

わかった。 

  ① 話を聞くとき、メモを取った群とメ

モを取らなかった群では、話の内容の

理解度を測定するテストの平均値に

有意な差があった。 

  ② 通常の国語科授業とはまったく関

係のない国語テストを行った、その結

果、国語テスト得点と話テスト得点と

の間には、連関がみられた。 

  ③ 国語テスト得点上位群、中位群、下

位群の、話テスト得点を調べたところ、 

   国語テスト得点の高低に関係なく、メ

モを取った群は、メモを取らなかった

群よりも、話テスト得点が有意に高か

った。 

  ④ 話を聞く実験の時、メモを取って群

は、以下のように、同時に回答してい

る。 

   a.手書きすることが好きで、勉強以外

でも手書きすることが多い。 

   b.普段の生活でも各科のノートを取る

ことが好き。 

   c. 各科のノートをとる時は、板書され

たことに加えて自分に必要なこと

も書く。 

   d. そして、見た目、内容、重要さの複



数の点に注意する。 

   e.ひらめきメモ、情報メモをかならず

とる。 

  ⑤ 話を聞く実験の時、メモを取らなか 

った群は、前項④a～e の逆を回答し

ている。 

以上の５点から推測されることは、メモ行

動は、記憶の補助として有効であり、メモ行

動を起こすことは日常の書字習慣が強く連

関している。そして、メモ行動やノートの取

り方を情報取得の方略としてとらえると、学

習者が自分自身の考え方を作り出すことの

一歩を始めているとみなすことができる。し

たがって、このことを促進するように教育す

ることで、学習者は思考を伴う「書く(綴る)」

ことができるようになるであろうと着想に

至った。 

 
(2) 何をどこまで明らかにするか 

「書く(綴る)」ことは、どのような習慣及

び意欲によって支えられているのかを探知

する。 

「書く(綴る)」と「書く(書字する、書写す

る)」との連続性と岐路を、NIRS によって定

量的に明らかにする。 

 
３．研究の方法 

(1) 「書く(書字する、書写する)」行動、 

「書く(綴る)」行動及び学習意欲の各フ

ァクトを取り出した。 

 (2)  「書く(書字する、書写する)」行動が

旺盛な群及びそうでない群の、それぞ

れの作文を評価した。 

 (3) 作文の評価の高い群及びそうでない

群の、それぞれの書字行動を調査した。 

 (4) 経費の関係で、当初計画していた

NIRS を使用した調査を行わないこと

とした。 

 
４．研究成果 

 (1) 「書くことの好き嫌い」と書字行動・

態度、書字習慣との関連について 

 小２では、「書くことの好き嫌い」と書字

活動の好き嫌いが直結している。 

 高学年になると、教科を超えてノートテイ

キングの好き嫌いと「書くことの好き嫌い」

とが強い連関をもつようになる。 

 このことから、低学年で、書字活動が好き

になるような指導が、後に、学習の基本とな

る良いノートテイキングにつながる可能性

があることが推測される。 

 加えて、興味深いこととして、「書くこと

の好き嫌い」と読解や音読の好き嫌いとが連

関していることがわかった。 

 (2) 報告型作文の評価と書字行動 

 作文の評価と学級の連関が高い、このこと

は、指導いかんによって、作文力が異なって

くることを意味するものと解釈できる。 

 (3) 学習意欲と書字行動及び書字習慣 

「好きな『書く』活動の数」が多い児童ほ

ど、「楽しみな授業の数」ということが明確

である。「楽しみな授業の数」を全般的な学

習意欲・関心の現れとだととらえると、その

意欲・関心は、「書く」活動が好きだという

気持ちが必要条件になっていると推察でき

る。 

学年別に見ても、「書く」ことが好きな児

童ほど、「楽しみな授業の数」が多いという

傾向があると言える。その傾向は、２年生か

ら見られ始め、３、４、５年生で顕著となる。 

「書く」ことが好きな児童は「好きな『書 

く』活動」の数が多く、「書く」ことが好き

でない児童は「好きな『書く』活動」の数が

少ない。このことは全学年を通して同様の傾

向がみられる。低学年から中学年にかけて、

「好きな『書く』活動」の数が減少する。以



上①～⑥から、学習への意欲・関心が高い児

童は、「書く」こと(文字を書いたり文を書い

たりすること)が好きであり、授業中にノート

をとること以外の、学校でのいろいろな「書

く」活動が好きであることがわかった。 

(4) 学習意欲と作文字数 

２年生を除いて他の学年では、おおよそ、

「楽しみな授業の数」が多い児童ほど、作文

字数が多い。年生は、１年生に比較して、飛

躍的に文字数が増えている。 

 「書く」ことが好きな児童ほど、作文文字

数が多い傾向がみられる。この傾向は、学年

があがるにつれ顕著となる。 

 全学年を通じて、おおよそ、「好きな『書

く』活動」が多い児童ほど、作文文字数が多

い。この傾向は、３年生以上で顕著となる。 

 今後、ICT 化が進行する社会及び学校にお

いて、書字行為をどう担保するかを考える重

要な資料となるであろう。 
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